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(Hcは古典系のハミルトニアン,Hwは Wigner表示のノ､ミルトニアン)を考える場合,古
典系の分布関数 pcと Wigner関数 pwの時間発展は一致するo
-tHc,pc), aaPtw- tHw,PWI (2)
これに対し伏見表示の/､ミルトニアンは,
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となり,粗視化された古典系では,
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である(¢qp は極小波束 )o そこで,伏見表示と粗視化された古典系のエントロピーとして次
の量を定義する(k-1とおく).
sH-IpHlnpHdqdp, Scc-Jpcclnpccdqdp (15)
S とScは孤立した力学系では,時間的に増大することはないが, (p,1npつH≠ pHlnpHおq
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